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　　　巻 頭 言

共同教科開発学専攻
副議長　中　野　真　志

愛知教育大学と静岡大学の共同教科開発学専攻は，2011年10月に設置認可を受け，2012年４月
に開設された後期３年のみの博士課程です。教科開発学とは，教科専門と教科教育を併せた「教
科学」と教職専門を発展させた「教育環境学」を融合した新たな学問領域です。今日の子どもた
ちを取り巻く環境を視野に入れ，教科との関わりの中で学校教育が抱える複雑化，多様化した諸
課題に対応した研究を行っています。

本共同専攻では，教科開発学について高度で専門的な教育及び研究を行うことにより，「教育
事象の因果関係を把握し，教科との関わりの中で学校教育の抱える諸問題に対応した研究を自立
して遂行できる能力」，「学術的及び専門的知見を教科内容として構成し，教育論，教科内容の構
成原理や教育方法，教材を開発する能力」，および，「学校教育の実践を理論化し，その理論を実
践に活かす能力」をもつ者の育成を目指しています。

本共同専攻は，大学院修士課程又は専門職学位課程や教育現場等で培った十分な学力，研究能
力，実践力に加え，新たな学問分野に挑戦する意欲を有し，博士の学位取得後，教科開発学の諸
分野において自立して研究と実践を行い，大学教員をはじめとした研究者として，広く教育界に
貢献する意志のある者を求めてきました。

今年度で13年目を迎え，これまでの修了生は48名です。学位取得後の進路は教職大学院，４年
生大学，および短期大学等で40％弱となっています。修了生たちは，現在，本共同専攻で学んだ
知識や経験を活用し，教育者，研究者として幅広く活躍しています。なお，入学者の中には大学
や短期大学の教員がいたり，博士課程の在学中に大学や短期大学に就職したりした院生もいます
が，彼らはこの数値に入っていません。加えて，大学や短期大学の教員志望ではなく，これまで
取り組むことのできなかった研究を深めるために進学した院生も在籍しています。本共同専攻は，
そのような動機の進学希望者も受け入れてきました。

以上，本共同専攻の趣旨と経緯等について述べてきましたが，そもそも学校における教育課程
を構成する教科とは何でしょうか。一般に，教科とは学校で教えられる知識，技能等を各教科の
内容の特質に応じて分類し，系統立てて組織化したものと定義されています。そして，教科指導
は系統的に組織化された内容を教え，子どもの知性を育成することを主たる任務としています。
一方，教科外活動の主たる任務は，子どもの自主性を育て，民主的態度と行動力等を形成すると
いう役割を果たすことです。

しかし，学校教育における教育課程，教科自体は，国，文化，社会，および，時代によって，
社会的な要請と子供のニーズ，支配的なイデオロギーの影響を受けながら変化します。従って，
教科とは，教育課程を構成する組織形態の一つであり，また，同じ教科名であってもその特質は
全く異なる可能性もあると考えた方がよいでしょう。



たとえば，アメリカでは，1913年に中等教育改造委員会が，ハイスクールの教科に関する14の
小委員会の中に社会科委員会を指名し，1916年に「中等教育における社会科」という報告書を連
邦教育局より刊行しました。そして，社会科は，当時のアメリカ市民の形成という課題を解決す
るために，既存の社会科関係教科，地理，歴史，政治，経済等を再編成し，全く新しい教科類型
として誕生しました。その後，社会科という教科はアメリカで定着しましたが，安藤（1988）に
よれば，その定義は一つに限定されず，玉虫色で変幻自在な教科と見なされ，社会科を担当する
教師の人数と同数の定義が成り立ちうると言われています。この錯綜した社会科観を解明したの
が，R.バー（Barr）他です。彼らは19世紀から1970年代までの社会科の主要な潮流を「市民性の
伝達としての社会科」，「社会科学としての社会科」，「反省的探究としての社会科」の三つに分類
しました。

これらの社会科の類型は，それぞれ特有の目的，内容，方法等の中で統一性が保たれています
ので，当然，異なる類型の社会科観に立つ教師の社会科教育，社会科のカリキュラム，社会科の
単元，および，社会科の授業は異なります。あるいは，ある社会科教師の社会科観がこれらの三
つのどれか一つに重点が置かれていたとしても，実際の社会科のカリキュラム，単元，授業では，
これらの三つの類型が複合的に組み合わされたり，混在したりしている可能性もあります。以上，
教科とは何か，社会科を例に若干の歴史的な解説を試みました。

それでは，教科開発学とは何でしょうか。梅澤収（元静岡大学大学院教育学研究科長）は，
ROAD第３号の巻頭言において，教科開発学は「Subject Development」よりも，むしろ，教科
革新「Subject Innovation」，教科創成「Subject Creation」と捉えて欲しいと述べています。そして，
教科開発学の意義と役割は，大学の専門知が教員養成教育を媒介として学校教育を接合していく
回路を創ること，それを可能とする知の方法論（知の技法）を理論的・実践的に究明することだ
と主張しています。

どのような学問分野においても，知的文化遺産の継承と発展を軽視した「革新」と「創成」は
あり得ないでしょう。大学院案内に書かれた形式的な説明ではなく，本共同専攻の教員と院生が，
今後も継続して，それぞれの教科に関わる開発的な研究に積極的に取り組む中で，教科開発学と
は何かについて活発な議論がなされ，教科開発学の実像が理論的，実践的に洗練され解明される
ことを期待しています。

【参考・引用文献】
愛知教育大学・静岡大学教育学研究科（後期博士課程）共同教科開発学専攻（2015）『ROAD: 

Annual Report 2014』国立大学法人愛知教育大学・国立大学法人静岡大学。
安藤輝次（1988）「社会科内容構成の諸アプローチ」木下百合子・船尾日出志編『社会科教育論』

pp.62-81，東信堂。
歡喜隆司（1988）『アメリカ社会科教育の成立・展開過程の研究』風間書房。
中野真志（2002）「総合学習時代のカリキュラム論」木下百合子・手取義宏編著『総合学習時代

の授業論－社会・メディア・コミュニケーション』pp.56-71，ミネルヴァ書房。
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